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１．はじめに
　平成９年７月の文部科学省教育職員養成審議会第
１次答申「新たな時代に向けた教員養成の改善方策
について」の中で，21世紀を展望した我が国の教育
の在り方は，国際化・情報化の進展，科学技術の発
達の中で子どもに「生きる力」を育成する必要があ
り，幼児・児童・生徒の教育に直接携わる教員の資
質能力の向上が求められている。今後，特に教員に
求められる資質能力の１つに変化の時代を生きる社
会人に求められる資質能力があるが，これは「社会
の変化に適応するための知識及び技能」として自己
表現能力（外国語のコミュニケーション能力を含
む），メディア・リテラシー，基礎的なコンピュー
タ活用能力が挙げられており，「学校教育に情報化
の波が押し寄せている現実を踏まえると，教員に
とってコンピュータの基礎的な操作能力は不可欠で
あり，養成段階において教員を志願する者全員に必
要な内容を適切に修得させることが必要である」と
されるものである。この答申を受け，平成10年６月
に「教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令」
が公布され，第66条の５により教員養成において「情
報機器の操作（２単位）」が必修化され，教員免許
を取得するには情報機器操作の知識・技能の習得が
必須とされた。
　このように，平成元年の学習指導要領の改訂以
降，学校教育現場においては，子どもや教員に
情 報 教 育 やICT（Information and Communication 
Technology）を活用することが求められる現状に
ある。ICT活用とは，学校教育現場において教師が
情報機器を使用し，子どもに情報機器を活用した教
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育を推進していくことであるが，この教師には幼稚
園教諭も含まれている。しかし幼児教育においては
保育者自身の情報機器の活用や乳幼児への情報教育
をどう考えるかについて，小学校以上の学校教育現
場での積極的導入の方針とは異なった状況にある。
本研究では，小学校での情報教育やICT活用の実際
を国の方針としてどのように進めてきたのかという
歴史的な変遷から見直し，それらを踏まえて幼稚園
や保育所などで情報機器をどのように捉えればよい
かを検討しながら，幼児教育におけるICT活用の手
かがりとすることを本研究の目的とする。
２．小学校における情報教育の目標
１）小学校学習指導要領改訂による情報教育の変遷
　小学校における情報教育導入のきっかけは，昭和
40年代後半に高等学校の専門教育において情報処理
教育が行われるようになったことに端を発してお
り，元は高校での専門教育としての情報教育が学校
教育の中に取り込まれたことによる1）。児童生徒の
情報活用能力の育成という観点からの情報教育の始
まりは，昭和60年代以降の臨教審答申や教育課程審
議会において情報教育の必要性が示されたことによ
る。昭和61年４月の臨時教育審議会「教育改革に関
する第二次答申」では，情報及び情報手段を主体的
に選択して活用していくための個人的な資質（情報
活用能力）を，読み，書き，算に並ぶ基礎・基本に
位置づけるなど，今日の情報教育の基本となる考え
方を示し，昭和62年12月の教育課程審議会答申では，
社会の情報化に主体的に対応できる基礎的な資質を
養う観点から，情報の理解，選択，処理，創造など
に必要な能力及びコンピュータ等の情報手段を活用
する能力と態度の育成が図られるよう配慮すること
が掲げられた。これらの答申を受け，平成元年３月
の学習指導要領の改訂では中学校の「技術・家庭」
に選択科目として「情報基礎」が新設され，中学校・
高校の社会や公民，数学等に情報に関する内容が取
り入れられるとともに，各教科等の指導において情
報機器を活用することとされた。この学習指導要領
改訂に伴い，学校教育での教育実践の参考となるよ
う文部省は平成３年７月に『情報教育の手引』を刊
行し，情報教育のあり方や学習指導要領で示された
情報教育の内容，情報手段の活用，コンピュータ等
の条件整備のあり方，特殊教育における情報教育，
教員研修のあり方などを解説した。
　平成８年７月の中央教育審議会の第一次答申「21
世紀を展望した我が国の教育のあり方について」で
は，①情報教育の体系的な実施，②情報機器，情報
通信ネットワークの活用による学校教育の質的改
善，③高度情報通信社会に対応する「新しい学校」
の構築，④情報化の「影」の部分への対応について
提言され，平成10年の学習指導要領の改訂では情報
教育の重要性が小学校にも波及し，小・中・高校の
各段階を通じて，教科や総合的な学習の時間におい
てコンピュータや情報通信ネットワークの積極的な
活用を図ること，中学校技術・家庭科における「情
報とコンピュータ」が必修化されることとなった。
また平成14年６月には『新・情報教育に関する手引』
が刊行されるなど，この時期から小学校から高校ま
での連続性を意識した情報教育の体系化が始まっ
た。
　平成20年１月の中央教育審議会答申では，「情報
活用能力をはぐくむことは，基礎的・基本的な知識・
技能の確実な定着とともに，発表，記録，要約，報
告といった知識・技能を活用して行う言語活動の基
盤となるもの」として情報教育の重要性が指摘され
るとともに，情報化の影の部分であるインターネッ
ト上の誹謗中傷やいじめ，個人情報の流出やプライ
バシーの侵害，有害情報やウィルス被害に巻き込ま
れるなどの問題への対応として，家庭と連携して情
報モラルの指導を行うことも指摘された。これを受
けた平成20年３月の学習指導要領改訂では，小・中・
高等学校を通じた各教科におけるコンピュータや情
報通信ネットワークの活用，情報モラルの指導の改
善など，情報教育や教科指導におけるICT活用の「教
育の情報化」が示された。教育の情報化とは，従来
からの子どもへの教科教育などにおける情報機器の
活用を中心に，昨今の教員の事務負担の軽減などの
観点も含めてICT活用を通しての教育の質の向上を
目指すものである。また平成22年10月に文科省は『教
育の情報化に関する手引』を刊行し，各教科におい
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て教員のICT活用や児童によるICT活用の双方での
充実，児童のICT活用を通じた情報活用能力の育成
機会の増大，教員自身のICT活用による公務の効率
化や学校経営の改善を図ることを示した。
２）小学校における教育の情報化の目標と学習内容
　平成９年10月の「情報化の進展に対応した初等中
等教育における情報教育の推進等に関する調査研究
協力者会議」の第１次報告で整理された情報教育の
目標の３つの観点を表わしたものが表１である。平
成20年３月の小学校学習指導要領の改訂では，総則
において，各教科等の指導にあたって児童がコン
ピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に
慣れ親しみ，コンピュータで文字を入力するなどの
基本的な操作や情報モラルを身に付けるとともに，
情報手段を適切に活用できるようにするための学習
活動を充実すること，これらの情報手段に加え視聴
覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を
図ることとされた。この教育目標を実際の児童への
教育方法として例示したものが平成22年の『教育の
情報化に関する手引』に掲載されており，平成９年
10月の「情報化の進展に対応した初等中等教育にお
ける情報教育の推進等に関する調査研究協力者会
議」の第１次報告で整理された情報教育の目標の３
つの観点と小学校における児童の学習目標を示した
ものが表２である。また各教科等においては，国語
科における言語の学習，社会科における資料の収集・
表１．初等中等教育における情報教育の目標の３観点
（「情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会議」第１次報告より）
Ａ. 情報活用の実践力 Ｂ. 情報の科学的な理解 Ｃ. 情報社会に参画する態度
課題や目的に応じて情報手段を適切に
活用することを含めて，必要な情報を
主体的に収集・判断・表現・処理・創
造し，受け手の状況などを踏まえて発
信・伝達できる能力
情報活用の基礎となる情報手段の特性
の理解と，情報を適切に扱ったり，自
らの情報活用を評価・改善するための
基礎的な理論や方法の理解
社会生活の中で情報や情報技術が果た
している役割や及ぼしている影響を理
解し，情報モラルの必要性や情報に対
する責任について考え，望ましい情報
社会の創造に参画しようとする態度
表２．小学校において身に付けさせたい情報活用能力
小学校学習指導要
領総則（H20）
児童がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ，コンピュータで文字を
入力するなどの基本的な操作及び情報モラルを身に付け，情報手段を適切に活用できるようにする
ための学習活動を充実
情報教育の目標の
３観点
Ａ. 情報活用の実践力 Ｂ. 情報の科学的な理解 Ｃ. 情報社会に参画する態度
児童に身に付けさ
せたい情報活用能
力
基本的な操作
・文字の入力・電子ファイルの
保存・整理
・インターネットの閲覧・電子
メールの送受信など
情報手段の適切な活用
・様々な方法で文字や画像など
の情報を収集して調べたり比
較したりする
・文章を編集したり図表を作成
したりする・調べたものをま
とめたり発表したりする
・ICTを使って交流する
情報手段の特性と情報活用の評
価・改善
・コンピュータなどの各部の名
称や基本的な役割，インター
ネットの基本的な特性を理解
・情報手段を活用した学習活動
の過程や成果を振り返ること
を通して，自らの情報活用を
評価・改善するための方法等
を理解
情報モラル（情報社会で適正に
活動するための基となる考え方
と態度）
・情報発信による他人や社会へ
の影響
・情報には誤ったものや危険な
ものがあること
・健康を害するような行動
・ネットワーク上のルールやマ
ナーを守ることの意味
・情報には自他の権利があるこ
となどについての考え方や態
度
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表３．平成20年小学校学習指導要領における教育の情報化に関する主な記述
総　則
第４ 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項
⑼ 各教科等の指導に当たっては， 児童がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ， コンピュータで
文字を入力するなどの基本的な操作や情報モラルを身に付け， 適切に活用できるようにするための学習活動を充実するとと
もに，これらの情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。
国　語
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
⑵ 第２の各学年の内容の「Ａ話すこと・聞くこと」，「Ｂ書くこと」，「Ｃ読むこと」及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項〕に示す事項については，（中略）児童が情報機器を活用する機会を設けるなどして，指導の効果を高めるよう工夫
すること。
〔第３学年及び第４学年〕〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
⑴ウ 文字に関する事項
ア 第３学年においては，日常使われている簡単な単語について，ローマ字で表記されたものを読み，また，ローマ字で書くこと。
社　会
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
⑶ 学校図書館や公共図書館，コンピュータなどを活用して，資料の収集・活用・整理などを行うようにすること。（以下略）
〔第５学年〕２内容
⑷ 我が国の情報産業や情報化した社会の様子について，次のことを調査したり資料を活用したりして調べ，情報化の進展は国
民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であることを考えるようにする。
ア 放送，新聞などの産業と国民生活とのかかわり
イ 情報化した社会の様子と国民生活とのかかわり
〔第５学年〕３内容の取扱い
⑸ 内容の⑷については，次のとおり取り扱うものとする。
ア アについては，放送，新聞などの中から選択して取り上げること。
イ イについては，情報ネットワークを有効に活用して公共サービスの向上に努めている教育，福祉，医療，防災などの中から
選択して取り上げること。
算　数
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
⑸ 数量や図形についての感覚を豊かにしたり，表やグラフを用いて表現する力を高めたりするなどのため，必要な場面におい
てコンピュータなどを適切に活用すること。
理　科
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
⑴ 観察，実験，栽培，飼育及びものづくりの指導については，指導内容に応じてコンピュータ，視聴覚機器などを適切に活用
できるようにすること。（以下略）
道　徳
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
３ 道徳の時間における指導に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
⑸ 児童の発達の段階や特性等を考慮し，第２に示す道徳の内容との関連を踏まえ，情報モラルに関する指導に留意すること。
外国語
活　動
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
⑹ 音声を取り扱う場合には，CD，DVDなどの視聴覚教材を積極的に活用すること。その際，使用する視聴覚教材は，児童，学
校及び地域の実態を考慮して適切なものとすること。
総合的
な学習
の時間
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
⑸ 学習活動については，学校の実態に応じて，例えば国際理解，情報，環境，福祉・健康などの横断的・総合的な課題につい
ての学習活動，児童の興味・関心に基づく課題についての学習活動，地域の人々の暮らし，伝統と文化など地域や学校の特
色に応じた課題についての学習活動，職業や自己の将来に関する学習活動などを行うこと。
⑻ 情報に関する学習を行う際には，問題の解決や探究活動に取り組むことを通して，情報を収集・整理・発信したり，情報が
日常生活や社会に与える影響を考えたりするなどの学習活動が行われるようにすること。
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活用・整理，算数科における数量や図形の学習，理
科の観察・実験，総合的な学習の時間における情報
の収集・整理・発信や日常生活・社会への影響を考
えるなどの学習活動でコンピュータや情報通信ネッ
トワークを活用するほか，道徳において情報モラル
を取り扱うことになった。教育の情報化の目標を踏
まえ，小学校学習指導要領の各教科等別の学習内容
をまとめたものが表３である。
３．小学校における教育の情報化の教育方法
　小学校における教育の情報化は，平成22年の文部
科学省『教育の情報化に関する手引』 2）に教育方法
の考え方とその具体例が挙げられている。以下，ま
とめて示すこととする。
１）小学校の情報教育で活用するICT機器
　教科指導などで活用するICT機器は，コンピュー
タやインターネット，校内LANが情報提示を支える
ための基本インフラとして位置づけられるが，情報
提示のためのICT機器としては出力系（プロジェク
タ，大型ディスプレイ，電子黒板など）と入力系
（教科書準拠デジタルコンテンツ，実物投影機，イ
ンターネット，デジタルテレビ放送，CD-ROM及び
DVDなどによる教育用コンテンツ，デジタルカメラ
など）の２種類がある。また児童が教科などの学習
において情報を収集したり，わかりやすく表現・伝
達する場合や，知識の定着を図るために各自がドリ
ル学習を行う場合などには，児童のための教育用コ
ンピュータ，インターネット，学習用ソフトウェア，
デジタルカメラ，デジタルビデオカメラなどもICT
機器に含まれる。
　教員によるICT活用は，１つは授業で使う教材や
指導事例資料を収集するために，インターネット，
百科事典のDVD，デジタルテレビ放送などを活用し
たり，授業で活用する写真や映像，動画をデジタル
カメラやデジタルビデオカメラなどで撮影し，社会
科や理科での見学や観察，演示実験などの場面で活
用することである。２つは授業に必要なプリントや
提示資料を作成するために，ワープロソフトやプレ
ゼンテーションソフトを活用し，作成した提示資料
を印刷して配布したり，プロジェクタ，大型ディス
プレイなどで大きく映し提示することである。これ
らにより教員は創意工夫を凝らした提示資料を作成
できるとともに，提示資料を再利用・共有化しやす
く，授業準備の時間を短縮できるメリットがあると
されている。
２）授業におけるICT活用の実際例
（1）教員による授業でのICT活用
　学習に対する児童の興味・関心を高めるための教
員によるICT活用の例は，小学校第６年理科「月と
太陽」において，月の表面の様子をデジタルテレビ
の大画面で鮮明な映像として拡大提示したり，児童
一人一人に課題を明確につかませるための教員によ
るICT活用の例として，小学校体育においてデジタ
ルビデオカメラなどで自分の動きを撮影し，模範演
技と比較したり，演技や運動での課題を見つけたり，
よりよい動きを考えさせるようにすることが挙げら
れる。わかりやすく説明したり，児童の思考や理解
を深めたりするための教員によるICT活用は，小学
校第３～６年国語の書写で大型ディスプレイや実物
投影機などを活用して毛筆書写の模範を提示し，穂
先の動きや点画のつながりを意識して書かせるよう
にしたり，小学校算数でプロジェクタや実物投影機
などを活用して，分度器やものさしなどの計器を拡
大提示して，正しい使い方を指し示しながら説明す
る例である。教科の学習内容をまとめたり児童の知
識の定着を図るための教員によるICT活用は，小学
校社会で日本地図をプロジェクタや実物投影機など
で拡大提示して繰り返し読ませたり，フラッシュ型
教材などを用いて47都道府県の名称と位置を確実に
理解できるようにする，である。
（2）児童による授業でのICT活用
　教科などの学習目標を達成するために児童がICT
を効果的に活用する例としては以下の４つが挙げら
れる。１つは，情報を収集したり選択したりするた
めの児童によるICTの活用で，最新の資料やデータ
などから教科や学習に必要な情報を収集したり，収
集した多くの情報から課題解決に必要な情報を選択
するためにコンピュータやインターネットなどを活
用することである。２つは，自分の考えを文章にま
とめたり，調べたことを表や図にまとめたりするた
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めの児童によるICTの活用で，教科等の学習で学ん
だことや図書やインターネットなどで調べたこと，
調査結果やそれらに対する自分の考えなどを文章や
表，図にまとめ，ワープロソフトや表計算ソフトな
どで作成することである。３つは，わかりやすく発
表したり表現したりするための児童によるICTの活
用で，教科等の学習で学んだことや自分の伝えたい
ことを他の児童にわかりやすく発表したり，絵図や
表，グラフなどを用いて効果的に表現するために，
コンピュータやプレゼンテーションソフトなどを活
用することである。４つは，繰り返し学習や個別学
習によって，知識の定着や技能の習熟を図るための
児童によるICTの活用で，知識の定着や技能の習熟，
繰り返し学習や個別学習として，児童が個々にドリ
ルなどに取り組んだり，教員が一人一人の達成度や
正答率などを把握できたりする学習用ソフトウェア
などを活用する，である。
　また総合的な学習の時間などでは，ウェブカメラ
やテレビ会議システムを使用して，学校外の様々な
地域や国の人々と交流したり，インタビューにより
知りたい情報を聞き出したり，相互に情報交換をし
たり，メールのやりとりをし，それらを資料にまと
めたり発表したりするなどの実践3）も報告されてい
る。
（3）教員による校務の情報化のためのICT活用
　校務の情報化は，効率的な校務処理とその結果と
して生み出される教育活動の質の改善を目的とする
ものである。校務の効率化により教職員が児童の指
導により多くの時間を割くことができ，また各種情
報の分析や共有により，今まで以上に細部まで行き
届いた学習指導や教育活動が実現できる。校務の情
報化のための条件は，教員１人に１台のコンピュー
タが配備され，出欠・成績・時数・給食・保健など
の管理ができる校務システムやグループウェア（校
内LANを活用して情報共有やコミュニケーションの
効率化を図り，グループによる協調作業を支援する
ソフトウェアの総称）などが整備されていたり，学
校ウェブサイトが簡単に更新できるシステムが稼働
する状態が前提となる。具体的には，グループ内の
メンバー間及び外部とのコミュニケーションを円滑
化する電子メール機能，メンバー間の打合せや特定
のテーマについて議論を行うための電子会議室機
能，グループ全体に広報を行う電子掲示板機能，メ
ンバー間でスケジュールを共有するスケジューラ機
能，アイディアやノウハウなどをデータベース化し
て共有する文書共有機能，稟議書など複数のメン
バーで回覧される文書を電子化して流通させる機能
などが提言されている。望ましい校務の情報化の姿
を示したものが図1である。
３）小学校における教育の情報化に関する考察
　小学校においては，教師が学習内容を分かりやす
く提示・説明するためにICTを活用したり，児童自
身がICTの使用に慣れ，ICTを活用して情報検索をし
たり，写真や映像などで記録したり，写真などをワー
クシートや壁新聞，模造紙などに貼り資料としてま
とめたり，ワードやエクセル，パワーポイントなど
を使用して資料を作成したり，プレゼンテーション
として様々な方法で掲示・発表したり，くり返し学
習や個別学習においてパソコンを使用したドリル学
習や学習用ソフトウェアを使用し，知識の定着や技
能の習熟のために活用するなどの教育方法があるこ
とが分かった（表４）。また，校務の情報化の推進
により，教師自身が学校内や学校外と連携を図り，
ICTを活用した校務の効率化を図ることができるこ
とが分かった。
４．幼児教育における教育の情報化の教育方法
１）幼児教育における情報教育・ICTの捉え方
　乳幼児の集団保育の場である幼稚園，保育所，認
定こども園などでは，従来から情報教育やICT活用
については消極的な立場をとっている。その理由
は，幼児教育では遊びと生活を通した直接体験を重
視するからであり，コンピュータやICTは間接体験
を増やすものとして否定的に捉えられてきたからで
ある。2008年の越後市内の幼稚園におけるパソコン
利用や保育者の関心に関する調査4）では，保育者が
パソコンを事務機器と利用してはいるが，園児自身
が使っているのは19園中２園（11.8％）であった。「コ
ンピュータにより子どもの実体験がなくなると思う
か」という質問には，「実体験が減る」と答えた保
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育者が47％と多く，減少する理由として「体を動か
し遊ぶ時間の減少」「人とのふれあいが少なくなる」
「間接体験ばかり増える」などと６割以上の保育者
が答えていること，「幼児期には特に自然の中での
実体験を重要視する」「幼児期にしかできないこと
をさせるべき」「子どもたちは家庭でテレビやテレ
ビゲーム，インターネットに触れている」などの回
答から，幼児期の情報教育に関する批判や懸念がう
かがえる。また保育者養成校の学生を対象としたコ
ンピュータへの意識調査5）でも，コンピュータに対
する賛否とその理由が多岐に渡っており，否定的意
見の理由としては「幼児期には早すぎる」「他の遊
びや外遊びをすべき」「健康への不安」「人間関係へ
の不安」「学生自身の苦手意識・操作の不安」と保
育現場の保育者と同様の結果が挙がるなど，幼児教
育においては乳幼児の情報機器の使用については批
判的な見解が多いのが現状である。
２）幼児教育における情報教育・ICTの実際
　上記のように，幼児教育においては情報教育や
ICT活用に消極的ではあるが，その中でも，遊びや
生活を大切にした幼児教育の基本を損なわない形で
の保育者自身のICT活用の例と，幼児たちのICT活
用の例を以下に挙げてみることとする。
（1）保育者自身によるICT活用の例
①校務の情報化・効率化
　学校教育ほどではないが，幼稚園や保育所などで
も校務についてはコンピュータ使用が増えている。
園で編成する教育課程や保育課程，保育者が作成す
る必要のある年間計画や学級経営案，月案や週案な
どの指導計画，子どもの経過記録や幼稚園幼児指導
要録・保育所児童保育要録，保育日誌，保護者に向
けてのクラスたよりの作成では現在も使用されてお
り，効率化の面から今後も使用が増えていくであろ
う。指導計画や保育日誌などは従来から手書きで文
書作成をすることが多いが，行政・教育現場での校
務の情報化が押し進められることで幼児教育にも波
及する可能性があると思われる。
②子ども・保育の写真のスライドショー提示
　子どもの日々の保育や行事などの写真をスライド
ショーやパワーポイントで示し，子どもたちと見な
がらその成長を実感したり，保護者会や卒園式など
の行事，園の保育方針を説明する入園説明会や広報
資料として，保護者や地域などに見せることも実践
されている。
③子どもに提示する保育教材としてのICT活用
　保育現場では絵本の読み聞かせをよく行うが，パ
ワーポイントを使用した電子紙芝居の実践が挙げら
れる。伊藤6）は，紙粘土で指人形や画用紙で背景を
作成し，デジタルカメラで撮影したデータをパワー
ポイントのスライドショーで示し，セリフをつけて
お話を展開するという方法を示している。また塚田・
増澤7）は，電子紙芝居を大型画面に映像を映し出し，
保育者が園児の反応を確認しつつ場面転換や抑揚，
間の取り方を工夫して伝えるという実践を行ってい
る。
（2）子どもたち自身の表現活動としてのICT活用の例
　年長５歳児の生活発表会などでは，子どもたち自
身が考えた活動を発表することがあるが，人形劇や
ペープサート，影絵劇と同じように，電子紙芝居の
ような形で子どもが作成・準備し，発表するという
ことも考えられる。その際，子どもたち自身が作成
した絵や造形作品をデジタルカメラで撮影し，映像
に合わせて子どもたちがセリフを言いながら発表す
るということもできるだろう。また星野・岩田8）は，
年長児がキーボードで音遊びをしたり，お話に音楽
をつけて表現する活動を実践しているが，子どもの
行う人形劇や電子紙芝居などの視聴覚教材に音響効
果をつけるなど，ICTを活用した子どもの表現活動
を広げる取り組みの可能性はあると思われる。
４．おわりに
　近年，国や文科省が進めてきた小学校における情
報教育やICT活用についての動向をまとめ，幼児教
育への導入について検討した。小学校では，児童が
コンピュータやデジタルカメラ，インターネットな
どのICTの操作に慣れ，それらを活用して調べたり，
まとめたり，発表したり，交流したり，知識技能を
養う学習の定着のために役立てていることが分かっ
た。幼児でも4.5歳児であれば，その発達に合わせ
たICTを使用した調べ方や表現・発表の仕方がある
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かもしれないこと，今後地域での交流が難しくなる
中，ICTを使った様々な人との交流活動も現実味を
帯びる時代が来るのかもしれない。幼児教育では
ICTに対する賛否両論があるが，どのような活用方
法であれば幼児教育で重視してきた遊びや生活を通
した学びが保障でき，かつ幼児教育ならではのICT
の有効な活用ができるのかを検討する余地はあるよ
うに思われる。保育者自身が年々進化する情報機器
の使用方法を理解した上で，保育者自身と子どもに
とって有益な教育方法と活用方法を考えていく必要
があるだろう。
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表４．小学校におけるICT機器を活用した児童の学習・活動例
ICT機器の操作に慣れる 調べる 交流する 表現・発表する 学習の定着に活用する
・パソコンやインター
ネット，デジタルカメ
ラ，実物投影機やプロ
ジェクターなどの機器
の操作に慣れる。
・パソコンの文字入力に
慣れる。
・ワードやエクセル，パ
ワーポイント等の操作
や，情報検索やメール
送受信などに慣れる。
・図書館の書籍や図鑑等
と同様，インターネッ
トやデジタルコンテン
ツなどを使用して調べ
る。
・ウェブカメラやテレビ
会 議 シ ス テ ム を 使 っ
て，学校外・遠方の様々
な地域や国の人々と交
流したり，情報交換を
したり，インタビュー
による聞き取り調査を
したり，メールのやり
とりをする。
・調べたこと（調査・観
察）や表現したいこと
（芸術）をデジタルカ
メラやデジタルビデオ
カメラで記録する。
・調べたことを踏まえ，
写真や文章をワードや
エクセル，パワーポイ
ントなどにまとめ資料
を作成し，掲示・発表
する。
・くり返し学習や個別学
習において，知識の定
着や技能の習熟のため
に，パソコンを使用し
たドリル学習や学習用
ソフトウェアを活用す
る。

